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農
林
水
産
業
の
価
格
転

嫁
が
依
然
と
し
て
進
ん
で

い
な
い
こ
と
が
、
帝
国
デ

ー
タ
バ
ン
ク
の
定
期
調
査

で
明
ら
か
と
な
っ
た
。
6

回
目
と
な
る
今
年
7
月
の

調
査
で
は
、
価
格
転
嫁
率

は
依
然
3
割
未
満
で
、
全

業
種
平
均
と
比
べ
て
1
割

以
上
低
か
っ
た
。
ま
た
、

全
業
種
平
均
は
40
％
を
割

り
、
調
査
開
始
以
来
最
低

と
な
っ
た
。
値
上
げ
が
度

重
な
り
、
価
格
転
嫁
が
頭

打
ち
の
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

▽
農
林
水
産
業
の
価
格
転

嫁
率
26
・
7
％
・
改
善
の

兆
し
見
ら
れ
ず

同
社
は
2
0
2
2
年
12

月
以
降
、
定
期
的
に
全
業

種
を
対
象
に
価
格
転
嫁
に

関
す
る
実
態
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
今
年
7
月
の
調

査
で
は
1
万
6
2
6
社
か

ら
回
答
を
得
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
コ
ス

ト
上
昇
分
を
転
嫁
で
き
て

い
る
割
合
は
農
林
水
産
業

で
は
26
・
7
％
で
、
24
年

7
月
調
査
か
ら
0
・
6
ポ

イ
ン
ト
下
が
り
、
今
年
2

月
の
調
査
か
ら
は
3
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
た
。
コ
メ
価

格
の
上
昇
が
改
善
要
因
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
、
全
業

種
平
均
と
比
べ
る
と
1
割

以
上
低
く
、
ま
た
、
22
年

12
月
の
初
回
調
査
以
来
、

一
度
も
3
割
を
超
え
た
こ

と
が
な
い
。
価
格
の
決
定

が
需
要
に
因
る
と
こ
ろ
が

大
き
く
、
生
産
者
の
決
定

権
が
弱
い
構
造
が
原
因
と

み
ら
れ
、
生
産
コ
ス
ト
の

上
昇
が
止
ま
ら
な
い
中
、

生
産
者
の
経
営
環
境
は
改

善
し
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
食
料

品
価
格
は
あ
ら
ゆ
る
も
の

が
値
上
げ
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
調
査
結
果
を
み

る
と
、
転
嫁
さ
れ
て
い
る

の
は
コ
ス
ト
の
一
部
に
と

ど
ま
り
、
昨
夏
以
来
の
コ

メ
価
格
の
急
騰
が
極
め
て

稀
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

▽
全
業
種
平
均
は
4
割
を

下
回
る
・
調
査
開
始
以
来

最
低全

業
種
平
均
の
価
格
転

嫁
率
は
39
・
4
％
。
前
回

の
2
月
調
査
か
ら
1
・
2

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
2
年

半
ぶ
り
に
4
割
を
下
回
っ

て
調
査
開
始
以
来
最
低
と

な
っ
た
。

価
格
転
嫁
で
き
て
い
る

と
回
答
し
た
企
業
は
73
・

7
％
で
、
前
回
2
月
の
調

査
か
ら
3
・
3
ポ
イ
ン
ト

低
下
。
8
割
以
上
転
嫁
で

き
て
い
る
企
業
は
15
・
7

％
で
、
多
く
の
企
業
が
部

分
的
な
転
嫁
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
ま
た
、
8
社
に

1
社
は
全
く
転
嫁
で
き
な

い
と
回
答
し
た
。

コ
ス
ト
別
の
転
嫁
状
況

を
み
る
と
、
材
料
費
は
根

拠
を
説
明
で
き
る
た
め
転

嫁
し
や
す
い
が
、
人
件
費

の
よ
う
な
定
量
的
な
説
明

が
難
し
い
コ
ス
ト
や
、
地

代
、
賃
料
、
リ
ー
ス
料
、

消
耗
品
費
な
ど
は
販
売
価

格
に
反
映
さ
せ
づ
ら
く
、

全
体
の
価
格
転
嫁
率
を
鈍

化
さ
せ
て
い
る
要
因
に
な

っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

同
社
は
、
価
格
転
嫁
が

困
難
な
背
景
と
し
て
、
消

費
者
の
節
約
志
向
や
度
重

な
る
値
上
げ
に
対
す
る
消

費
者
の
抵
抗
感
が
強
ま
っ

て
い
る
点
を
挙
げ
る
。
加

え
て
、
多
く
の
企
業
が
す

で
に
複
数
回
の
値
上
げ
を

実
施
し
て
い
る
中
で
、
こ

れ
以
上
の
値
上
げ
は
消
費

離
れ
を
起
こ
す
と
の
懸
念

が
あ
る
と
分
析
。
今
後
、

価
格
転
嫁
は
頭
打
ち
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て

い
る
。

価格転嫁に関する実態調査

価
格
転
嫁
頭
打
ち
か

▼

農
林
水
産
業
の
価
格
転
嫁
率
は

依
然
３
割
超
え
ず

▼
全
業
種
平
均
は
調
査
開
始
以
来
最
低

度
重
な
る
値
上
げ
で
抵
抗
感
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「
成
果
主
義
よ
り
も
年

功
序
列
」。
2
0
2
5
年

度
入
社
の
新
入
社
員
に
対

す
る
調
査
結
果
だ
。
学
校

法
人
「
産
業
能
率
大
学
総

合
研
究
所
」
が
実
施
し
た

調
査
で
、
年
功
序
列
型
の

人
事
制
度
を
望
む
声
が
成

果
主
義
を
上
回
っ
た
。

「
年
功
序
列
的
な
人
事

制
度
と
成
果
主
義
的
な
人

事
制
度
の
ど
ち
ら
を
望
む

か
」
と
の
設
問
に
、
年
功

序
列
を
望
む
と
回
答
し
た

の
は
「
年
功
序
列
」（
14
・

6
％
）
と
「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
年
功
序
列
」（
41
・

7
％
）で
、合
わ
せ
て
56
・

3
％
と
過
半
数
を
超
え

た
。
一
方
、
成
果
主
義
を

望
ん
だ
の
は「
成
果
主
義
」

（
6
・
5
％
）と
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
成
果
主
義
」

（
37
・
1
％
）
を
合
わ
せ

て
43
・
6
％
だ
っ
た
。

「
年
功
序
列
」派
が「
成

果
主
義
」
派
を
上
回
り
過

半
数
を
占
め
る
の
は
、
36

回
目
と
な
る
今
回
が
初
め

て
に
な
る
と
い
う
。

「
年
功
序
列
」
を
望
む

新
入
社
員
の
割
合
は
、
22

年
度
（
38
・
9
％
）
か
ら

徐
々
に
上
昇
し
、
24
年
度

に
48
・
5
％
で
過
去
最
高

に
。
今
年
は
さ
ら
に
上
昇

し
、
つ
い
に
成
果
主
義
を

上
回
っ
た
。
先
の
見
え
な

い
時
代
故
か
、
安
定
志
向

を
感
じ
さ
せ
る
回
答
は
他

に
も
あ
る
。「
終
身
雇
用
」

を
望
む
割
合
は
69
・
4

％
、「
同
じ
会
社
に
長
く

勤
め
た
い
」
と
の
回
答
は

51
・
8
％
で
、
い
ず
れ
も

増
加
傾
向
に
あ
る
。

で
は
、
就
職
先
を
選
ぶ

際
に
何
を
重
視
し
た
か
と

い
う
と
、ベ
ス
ト
3
は「
福

利
厚
生
」「
業
種
」「
給
与

水
準
」。
特
に
「
福
利
厚

生
」
と
「
給
与
水
準
」
は

年
々
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
働
く
環
境
と
し
て
最

も
魅
力
的
な
の
は
、
と
の

設
問
で
は
「
仕
事
は
そ
こ

そ
こ
大
変
だ
が
成
長
を
実

感
で
き
る
環
境
」
が
58
・

8
％
で
、「
仕
事
は
そ
こ

そ
こ
楽
で
成
長
の
機
会
も

少
し
あ
る
環
境
」
が
30
・

6
％
。
た
だ
、「
そ
こ
そ

こ
」
の
割
に
35
歳
時
点
で

の
理
想
年
収
の
平
均
値
は

7
1
6
万
円
。
今
年
3
月

の
調
査
で
は
、
35
歳
で
年

収
7
0
0
万
円
超
の
割
合

は
、
全
国
全
業
種
男
女
合

わ
せ
て
1
割
強
。
ち
ょ
っ

と
都
合
が
良
く
な
い
か
。

設
問
は
す
べ
て
選
択
式

で
自
由
記
述
が
な
い
た

め
、
年
功
序
列
を
求
め
る

理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
た

だ
、「
年
功
序
列
派
5
割

超
」
と
「
35
歳
時
点
の
年

収
7
1
6
万
円
」か
ら
は
、

程
よ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
成

長
し
、
着
実
に
上
が
る
給

与
カ
ー
ブ
を
期
待
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

新
入
社
員
に
限
ら
ず
、

そ
こ
そ
こ
の
働
き
で
右
肩

上
が
り
の
給
与
が
続
く
な

ら
、
同
じ
会
社
に
長
く
勤

め
た
い
と
思
う
人
は
多
い

だ
ろ
う
。
で
も
、「
そ
こ

そ
こ
」
の
働
き
な
ら
、
給

与
も
「
そ
こ
そ
こ
」
で
な

け
れ
ば
会
社
は
た
ま
っ
た

も
の
で
は
な
い
。

同
調
査
で
は
、「
働
く

上
で
上
司
や
先
輩
に
期
待

す
る
こ
と
」
と
し
て
「
実

践
前
に
や
り
方
や
手
順
な

ど
細
か
く
教
え
て
く
れ
る

こ
と
」
が
7
割
近
く
で
最

多
だ
っ
た
。
だ
が
、「
優

し
く
丁
寧
に
教
え
て
下
さ

い
。
で
も
結
果
は
そ
こ
そ

こ
以
上
を
求
め
な
い

で
」。
そ
し
て
「
給
与
は

常
に
上
昇
カ
ー
ブ
で
お
願

い
し
ま
す
」
は
さ
す
が
に

無
理
な
話
だ
。

年
功
序
列
で
長
く
勤
め

た
ら
、
新
入
社
員
も
い
ず

れ
部
下
を
持
つ
立
場
に
な

る
。
そ
の
時
、
彼
ら
は
ど

う
思
う
の
だ
ろ
う
。

▽
農
機
具
は
3
％
増
加
・

肥
料
飼
料
は
減
少

生
産
資
材
価
格
指
数
は

全
体
で
は
前
年
よ
り
低
下

し
た
が
、
農
機
具
指
数
は

1
0
8
・
3
で
、
前
年
か

ら
3
・
3
％
上
昇
し
た
。

内
訳
は
、
ト
ラ
ク
タ
・
コ

ン
バ
イ
ン
・
田
植
機
な
ど

大
農
具
が
1
0
7
・
3
、

人
力
噴
霧
機
や
鍬
な
ど
小

農
具
が
1
1
4
・
2
で
、

い
ず
れ
も
同
3
・
3
％
上

昇
し
た
。

そ
の
他
、
前
年
よ
り
低

下
し
た
品
目
は
肥
料
1
3

6
・
9（
同
10
・
1
％
減
）、

飼
料
1
4
0
・
5（
同
5
・

2
％
減
）、
畜
産
用
動
物

86
・
8
（
同
1
・
5
％
減
）、

建
築
資
材
1
3
7
・
0（
同

0
・
2
％
減
）。い
ず
れ
も

低
下
し
た
と
は
い
え
、
高

水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

前
年
よ
り
上
昇
し
た
品
目

は
農
業
薬
剤
1
1
4
・
8

（
同
1
・
9
％
増
）、種
苗

及
び
苗
木
1
0
9
・
6（
同

2
・
8
％
増
）、賃
借
料
及

び
料
金
1
0
5
・
0（
同

2
・
8
％
増
）、光
熱
動
力

1
3
0
・
0（
同
3
・
1
％

増
）、農
用
被
服
1
1
4
・

0（
同
4
・
0
増
）、野
菜
・

果
実
用
段
ボ
ー
ル
や
梱
包

用
樹
脂
製
品
な
ど
諸
材
料

1
1
6
・
9
（
同
4
・
6

％
増
）
だ
っ
た
。

▽
農
産
物
は
コ
メ
24
％
・

野
菜
14
％
・
果
実
20
％
上

昇
24
年
の
農
産
物
価
格
指

数
を
品
目
別
に
み
る
と
、

コ
メ
は
1
1
4
・
5
（
前

年
比
24
・
3
％
増
）
で
年

間
を
通
じ
て
上
昇
し
た
。

野
菜
は
1
2
7
・
7
で
同

14
・
4
％
上
昇
、
果
実
は

1
2
4
・
9
％
で
同
19
・

6
％
上
昇
し
た
。
野
菜
で

は
特
に
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ

ス
、
白
菜
な
ど
の
葉
野
菜

や
き
ゅ
う
り
、
果
実
で
は

柿
や
り
ん
ご
、
み
か
ん
が

大
き
く
上
昇
し
た
。
一

方
、
鶏
卵
は
1
3
9
・
2

で
前
年
か
ら
39
・
7
％
と

大
き
く
低
下
し
た
。

▽
生
産
者
の
経
営
環
境
は

指
数
上
で
は
改
善
傾
向

24
年
の
農
業
交
易
条
件

指
数
は
97
・
3
と
な
り
、

前
年
か
ら
7
・
8
％
上
昇

し
た
。

農
業
交
易
条
件
指
数
と

は
、
生
産
者
の
収
益
環
境

の
変
化
を
示
す
指
標
を
指

数
化
し
た
も
の
で
、
こ
の

指
数
が
上
昇
す
れ
ば
生
産

者
の
経
営
環
境
は
改
善
、

減
少
す
れ
ば
悪
化
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
21
年
（
前

年
比
5
・
5
％
減
）・
22
年

（
同
6
・
8
％
減
）
と
2

年
続
け
て
悪
化
し
て
い
た

が
、
23
年
は
1
・
8
％
増

と
や
や
上
昇
に
転
じ
た
。

た
だ
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
価
格
を
見
る
と
、
農
産

物
へ
の
価
格
転
嫁
が
多
少

は
進
ん
で
き
た
よ
う
に
感

じ
る
も
の
の
、
生
産
資
材

価
格
の
上
昇
も
継
続
し
て

い
る
。
肥
料
や
飼
料
は
前

年
比
減
と
な
っ
た
が
、
20

年
基
準
と
比
べ
る
と
高
価

格
で
推
移
し
、
農
機
具
や

農
業
薬
剤
は
毎
年
上
昇
し

続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
場
の
実
感
と
し
て
は
指

数
ほ
ど
改
善
さ
れ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。

◆
25
年
7
月
農
業
物
価
指

数
は
資
材
・
農
産
物
と
も

に
前
年
同
月
よ
り
上
昇
◆

8
月
29
日
に
公
表
さ
れ

た
今
年
7
月
の
農
業
物
価

指
数
は
、
生
産
資
材
価
格

指
数
が
1
2
3
・
9
（
前

年
同
月
比
2
・
1
％
増
・

前
月
比
0
・
1
％
増
）で
、

農
産
物
価
格
指
数
が
1
2

7
・
6
（
同
15
・
8
％
増
・

同
0
・
5
％
減
）だ
っ
た
。

と
も
に
24
年
平
均
よ
り
上

昇
し
た
。

生
産
資
材
の
う
ち
、
農

機
具
は
1
1
5
・
4
で
、

前
年
同
月
比
で
5
・
6
％

増
、
前
月
比
で
2
・
8
％

増
と
な
り
、
24
年
平
均
比

で
は
7
・
1
％
上
昇
し
た
。

飼
料
は
1
3
6
・
4
で
、

前
年
同
月
比
4
・
3
％
減
、

前
月
比
で
1
・
8
％
減
と

い
ず
れ
も
低
下
し
た
。

一
方
、
農
産
物
で
は
コ

メ
が
1
6
1
・
5
で
、
前

年
同
月
比
で
は
62
・
5
％

上
昇
し
た
が
、
前
月
比
で

は
0
・
4
％
低
下
し
、
24

年
1
月
か
ら
続
い
て
い
た

上
昇
が
1
年
半
ぶ
り
に
減

少
に
転
じ
た
。
政
府
の
随

意
契
約
に
よ
る
備
蓄
米
放

出
の
効
果
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
他
、
鶏
卵
は
1
8

6
・
6
で
、
前
年
同
月
比

で
は
45
・
1
％
と
大
き
く

上
昇
し
た
が
、
前
月
比
は

2
・
4
％
減
少
し
た
。
コ

メ
・
鶏
卵
と
も
前
月
よ
り

低
下
し
た
と
は
い
え
、
依

然
高
い
水
準
が
続
い
て
い

る
。

農
林
水
産
省
は
7
月
30
日
、
2
0
2
4
年
の
農
業
物
価
指
数
を
公
表
し
た
。
2

0
2
0
年
を
1
0
0
と
し
た
時
の
24
年
の
農
業
生
産
資
材
価
格
指
数
（
総
合
）
は

1
2
0
・
6
と
な
り
、
前
年
比
で
0
・
7
％
低
下
し
た
。
農
機
具
な
ど
の
価
格
は

上
昇
し
た
も
の
の
、
飼
料
や
肥
料
の
価
格
が
下
が
っ
た
こ
と
で
全
体
で
は
や
や
低

下
と
な
っ
た
。
一
方
、
農
産
物
価
格
指
数
は
1
1
7
・
3
で
前
年
と
比
べ
て
8
・

7
％
上
昇
し
た
。
鶏
卵
な
ど
の
価
格
は
低
下
し
た
が
、
米
や
果
実
の
価
格
が
高
騰

し
全
体
で
は
上
昇
し
た
。

成
果
主
義
と
年
功
序
列

一
般
社
団
日
本
工
業
機

械
工
業
会
（
増
田
長
盛
会

長
）
は
、
座
席
ベ
ル
ト
装

着
義
務
の
対
象
と
な
る
農

耕
ト
ラ
ク
タ
の
識
別
ス
テ

ッ
カ
ー
を
規
定
し
、
公
表

し
た
。

農
耕
ト
ラ
ク
タ
の
座
席

ベ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、
今

年
6
月
に
道
路
運
送
車
両

の
保
安
基
準
が
改
正
さ

れ
、
2
0
2
7
年
1
月
1

日
以
降
に
製
造
さ
れ
る
も

の
に
は
、
公
道
走
行
す
る

際
に
座
席
ベ
ル
ト
の
着
用

が
義
務
と
な
っ
た
。
こ
れ

を
受
け
日
農
工
で
は
、
27

年
よ
り
前
に
製
造
さ
れ
た

ト
ラ
ク
タ
（
着
用
義
務
な

し
）
と
、
27
年
以
降
に
製

造
さ
れ
た
ト
ラ
ク
タ
（
着

用
義
務
あ
り
）
を
外
観
で

識
別
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
日
農
工
規
格
の
専

用
識
別
ス
テ
ッ
カ
ー
を
制

定
。
ボ
ン
ネ
ッ
ト
の
左
右

側
面
に
1
枚
ず
つ
貼
付
す

る
も
の
と
し
た
。

ス
テ
ッ
カ
ー
の
色
は
、

地
色
は
白
色
で
、
枠
線
・

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
文
字

は
黒
色
。
サ
イ
ズ
は
3
0

0
0
㎟
、
縦
型
と
横
型
の

2
種
類
。

２
０
２
５
年
７
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
６２
件
《
農
水
省
》

7
月
は
25
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
62
件
の
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
た
。
昨
年

の
7
月
よ
り
21
件
多
い
。

今
年
7
月
の
事
故
の
う

ち
、
熱
中
症
の
疑
い
が
あ

る
事
故
が
17
件
あ
り
、
こ

の
う
ち
、
死
亡
事
故
が
7

件
（
う
ち
5
件
が
70
歳
以

上
）
あ
っ
た
。

熱
中
症
の
報
告
事
例
で

は
、
草
刈
り
作
業
中
だ
っ

た
も
の
が
4
件
。
草
刈
り

作
業
中
の
事
故
は
熱
中
症

以
外
に
11
件
あ
り
、
真
夏

の
暑
さ
に
よ
り
注
意
力
が

低
下
し
て
い
る
こ
と
が
要

因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら

れ
る
。
作
業
は
切
り
の
良

い
と
こ
ろ
ま
で
で
は
な

く
、
20
分
お
き
に
水
分
・

塩
分
を
補
給
す
る
な
ど
、

休
憩
時
間
を
定
め
て
作
業

に
取
り
掛
か
り
ま
し
ょ

う
。

▽
10
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

Ｊ
Ａ
共
済
連
調
査
に
よ

る
と
、
農
用
運
搬
車
の
事

故
は
10
〜
12
月
に
多
く
発

生
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
。ま
た
、

死
亡
事
故
は
、「
転
落
・

転
倒
に
よ
る
も
の
」、
後

進
時
な
ど
に
「
木
や
構
造

物
と
機
械
と
の
間
に
挟
ま

れ
る
も
の
」、「
機
械
に
轢

か
れ
る
も
の
」
が
多
い
。

2
0
2
3
年
度
に
農
林

水
産
省
が
市
販
中
の
異
な

る
18
台
の
車
体
を
対
象
に

実
施
し
た
「
製
品
ア
セ
ス

メ
ン
ト
」
で
は
、
運
搬
車

に
多
く
の
荷
を
積
む
と
、

静
止
状
態
で
も
20
度
程
度

で
転
倒
す
る
車
体
が
あ
る

こ
と
や
、
最
大
積
載
状
態

の
場
合
、
挟
ま
れ
防
止
装

置
が
作
動
し
て
か
ら
停
車

す
る
ま
で
に
40
㎝
ほ
ど
の

距
離
を
要
す
る
車
体
が
あ

っ
た
。

機
械
を
過
信
せ
ず
、
正

し
い
使
用
方
法
を
守
っ

て
、
安
全
な
作
業
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

農
機
価
格
３
％
・
コ
メ
価
格
24
％
上
昇

２
０
２
４
年
農
業
物
価
指
数
農
水
省

日 農 工

座
席
ベ
ル
ト
装
着
義
務

識
別
ス
テ
ッ
カ
ー
作
成

（２）令和 7年 9月 1 5 日（月曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 5 0 号



農
林
水
産
省
は
8
月
29

日
、
2
0
2
5
年
産
米
の

8
月
15
日
現
在
の
作
柄
を

公
表
し
た
。
対
象
は
、
徳

島
県
・
高
知
県
・
宮
崎

県
・
鹿
児
島
県
の
早
期
栽

培
お
よ
び
第
二
期
稲
の
田

植
え
が
終
了
し
て
い
な
い

沖
縄
県
を
除
く
普
通
栽
培

の
み
で
、
10
㌃
当
た
り
の

収
量
は
「
上
回
る
（
対
前

年
比
1
0
6
％
以
上
）」と

「
や
や
上
回
る
（
同
1
0

5
〜
1
0
2
％
）」が
13
府

県
、「
前
年
並
み
（
同
1
0

1
〜
99
％
）」
が
29
都
道

府
県
、「
や
や
下
回
る
（
同

98
〜
95
％
）」が
4
県
で
、

「
下
回
る（
同
94
％
以
下
）

は
な
か
っ
た
。

「
や
や
下
回
る
」
と
回

答
し
た
の
は
、
岩
手
県
、

宮
城
県
、
秋
田
県
、
千
葉

県
の
4
県
。
こ
の
他
、
主

産
地
の
多
く
は
前
年
並
み

と
な
っ
た
。

同
省
は
作
柄
状
況
に
つ

い
て
、
7
月
以
降
の
高

温
、
渇
水
の
影
響
に
よ
る

枯
れ
上
が
り
な
ど
が
一
部

地
域
で
見
ら
れ
る
も
の
の

概
ね
良
好
で
、
今
後
に
つ

い
て
は
高
温
が
続
く
こ
と

や
カ
メ
ム
シ
の
影
響
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

た
。ま

た
、
25
年
産
の
主
食

用
米
は
、
6
月
末
時
点
の

作
付
け
意
向
調
査
で
前
年

か
ら
56
万
ト
ン
増
え
る
と

の
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
現
状
で
は
順
調
に

推
移
し
て
い
る
と
の
こ

と
。同

省
は
、
こ
れ
ま
で
作

柄
概
況
を
「
平
年
比
」
で

公
表
し
て
い
た
が
、
小
泉

農
相
が
6
月
中
旬
に
「
平

年
比
」
で
の
作
況
指
数
の

廃
止
を
表
明
。
25
年
産
か

ら
「
前
年
比
」
で
公
表
し

て
い
る
。
次
回
は
10
月
中

旬
に
9
月
25
日
現
在
の
作

柄
を
公
表
予
定
。

◆
25
年
度
産
主
食
用
米
は

38
道
府
県
が
増
産
意
向
◆

25
年
産
主
食
用
米
は
、

6
月
末
時
点
の
調
査
で
38

道
府
県
が
主
食
用
米
の
作

付
面
積
を
前
年
実
績
よ
り

増
や
す
意
向
を
示
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
生
産
量

は
56
万
㌧
増
の
7
3
5
万

㌧
、
作
付
面
積
は
前
年
実

績
比
10
・
4
万
㌶
増
の
1

3
6
・
3
万
㌶
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

▽
米
価
見
通
し
指
数
6
月

以
降
乱
高
下

上
げ
幅
・

下
げ
幅
と
も
に
過
去
最
大

を
記
録

向
こ
う
3
カ
月
の
米
価

見
通
し
を
示
す
指
数
は
7

月
か
ら
23
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
69
と
な
っ
た
。
こ
れ
は

2
0
1
2
年
の
調
査
開
始

以
来
、
最
大
の
上
げ
幅
と

な
る
。
集
荷
競
争
が
激
化

し
、
商
系
業
者
が
生
産
者

に
提
示
す
る
買
い
取
り
価

格
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
農
協
が
生
産
者
に

仮
払
い
す
る
「
概
算
金
」

を
引
き
上
げ
る
動
き
が
全

国
的
に
相
次
い
で
い
る
こ

と
が
背
景
に
あ
る
。
地
域

に
よ
っ
て
は
猛
暑
や
渇
水

の
影
響
を
懸
念
す
る
声
も

あ
り
、
米
取
引
関
係
者
の

間
で
は
新
米
価
格
が
上
が

る
と
い
う
見
方
が
広
が
っ

た
。同

指
数
は
、
大
量
の
政

府
備
蓄
米
が
出
回
っ
た
こ

と
か
ら
、
6
月
に
は
前
月

比
24
ポ
イ
ン
ト
減
の
35
と

急
落
し
、
過
去
最
大
の
下

げ
幅
を
記
録
。
7
月
は
新

米
の
作
柄
へ
の
不
安
か
ら

同
11
ポ
イ
ン
ト
増
の
46
と

な
り
、
8
月
は
過
去
最
大

の
上
げ
幅
を
記
録
。
3
カ

月
で
乱
高
下
し
た
。

ま
た
、
需
給
の
向
こ
う

3
カ
月
の
見
通
し
指
数

は
、
前
月
比
11
ポ
イ
ン
ト

増
の
53
。
需
給
指
数
は
昨

夏
以
降
、
品
薄
が
続
い
た

こ
と
で
70
〜
80
台
の
高
値

が
続
い
て
い
た
。し
か
し
、

6
月
か
ら
一
転
し
、
備
蓄

米
放
出
や
25
年
産
米
の
増

産
で
緩
和
す
る
と
の
見
方

が
強
ま
り
、
40
台
に
急
落

し
た
が
、
8
月
以
降
は
需

給
バ
ラ
ン
ス
が
改
善
す
る

と
の
判
断
と
な
っ
た
。

同
機
構
は
、
全
国
1
8

0
の
生
産
者
や
卸
売
業
者

な
ど
を
対
象
に
コ
メ
の
価

格
や
需
給
の
見
方
な
ど
を

毎
月
調
査
し
て
い
る
。
価

格
は
指
数
が
大
き
い
ほ
ど

「
高
い
」
と
い
う
見
方
が

強
い
こ
と
を
示
し
、
需
給

は
指
数
が
大
き
い
ほ
ど

「
締
ま
る
」
と
い
う
見
方

が
強
い
こ
と
を
示
す
。

▽
2
0
2
5
年
産
米
Ｊ
Ａ

概
算
金
は
6
〜
8
割
上
げ

2
0
2
5
年
産
米
の
概

算
金
が
9
月
2
日
、
主
要

産
地
で
出
揃
っ
た
。
1
等

米
60
キ
ロ
当
た
り
2
万
6

0
0
0
円
〜
3
万
円
が
中

心
で
、
前
年
産
比
6
〜
8

割
高
。
引
き
上
げ
は
4
年

連
続
と
な
る
。
商
系
業
者

の
集
荷
競
争
が
激
化
す
る

中
、
多
く
の
産
地
が
過
去

最
高
額
と
な
っ
た
昨
年
を

さ
ら
に
上
回
る
金
額
を
提

示
し
た
。

最
も
高
い
の
は
国
内
最

大
産
地
の
新
潟
県
で
、
魚

沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
前
年

産
当
初
比
8
割
高
の
3
万

2
5
0
0
円
。
こ
の
他
、

北
海
道
ゆ
め
ぴ
り
か
、
青

森
県
ま
っ
し
ぐ
ら
、
岩
手

県
ひ
と
め
ぼ
れ
、
秋
田
県

あ
き
た
こ
ま
ち
、
山
形
県

つ
や
姫
、
茨
城
県
・
栃
木

県
・
熊
本
県
の
コ
シ
ヒ
カ

リ
な
ど
が
3
万
円
台
と
な

っ
た
。

25
年
産
米
は
、
作
付
け

前
か
ら
多
く
の
産
地
が
概

算
金
を
提
示
し
て
い
た

が
、
正
式
決
定
で
は
5
0

0
0
円
ほ
ど
上
乗
せ
さ

れ
、
さ
ら
に
追
加
払
い
を

行
う
県
も
続
出
し
て
い

る
。な

お
、
主
産
地
の
ひ
と

つ
で
あ
る
福
島
県
で
は
、

Ｊ
Ａ
全
農
福
島
が
集
荷
競

争
を
煽
る
こ
と
を
避
け
る

た
め
、
25
年
産
米
の
概
算

金
に
つ
い
て
は
公
表
せ

ず
、
生
産
者
に
個
別
に
伝

え
る
方
針
を
決
定
し
た
。

◆
概
算
金
・
買
取
額
「
国

へ
報
告
」
義
務
化
に
◆

農
林
水
産
省
は
、
Ｊ

Ａ
・
全
農
や
集
荷
業
者
に

対
し
、
概
算
金
額
や
買
取

額
の
報
告
を
求
め
る
通
知

を
8
月
18
日
付
で
発
出
し

た
。通
知
で
は
、「
現
在
、米

の
流
通
構
造
の
透
明
性
の

確
保
の
た
め
の
実
態
把
握

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
」と
し
て
、「
本
要
領

に
よ
り
、
集
荷
業
者
が
生

産
者
か
ら
米
穀
を
集
荷
す

る
際
の
概
算
金
等
に
つ
い

て
」報
告
を
求
め
て
い
る
。

対
象
は
年
間
5
0
0
0

ト
ン
以
上
取
り
扱
う
Ｊ

Ａ
、
全
農
、
集
荷
業
者
。

報
告
を
求
め
る
内
容
は
、

概
算
金
等
の
額
、
概
算
金

の
追
加
払
い
が
あ
っ
た
場

合
の
変
更
後
の
額
及
び
月

ご
と
の
買
取
額
の
加
重
平

均
。
概
算
金
額
な
ど
は
決

定
後
5
日
以
内
、
買
取
額

は
対
象
月
の
翌
月
5
日
ま

で
の
報
告
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。
報
告
結
果
の

公
表
に
つ
い
て
は
、
個
別

事
業
者
名
の
公
表
は
行
わ

な
い
。

報
告
を
求
め
る
根
拠
は

食
糧
法
第
52
条
で
、
未
報

告
や
虚
偽
報
告
を
し
た
場

合
に
は
、
立
入
検
査
も
し

く
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

な
ど
罰
則
が
課
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。

米
穀
安
定
供
給
確
保
支
援
機
構
は
9
月
5
日
、
米

取
引
関
係
者
の
判
断
に
関
す
る
8
月
の
調
査
結
果
を

公
表
し
た
。
向
こ
う
3
カ
月
の
米
価
見
通
し
を
示
す

指
数
は
、
7
月
か
ら
過
去
最
大
の
上
げ
幅
と
な
る
23

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
69
に
急
伸
し
た
。
集
荷
競
争
の

激
化
が
背
景
に
あ
り
、
25
年
産
米
の
Ｊ
Ａ
概
算
金
は

多
く
の
産
地
が
過
去
最
高
額
を
示
し
た
。

農
林
水
産
省
は
9
月
9

日
、
全
国
に
あ
る
農
地
の

3
割
余
り
で
10
年
後
の
耕

作
者
が
決
ま
っ
て
い
な
い

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

農
家
の
高
齢
化
や
人
口
減

少
が
主
な
理
由
で
、
同
省

は
今
後
、
担
い
手
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
結
果
は
、

今
年
4
月
ま
で
に
作
成
さ

れ
た
全
国
1
6
1
5
市
町

村
の
計
1
万
8
8
9
4
地

区
の
地
域
計
画
を
分
析
し

た
も
の
。
農
地
面
積
は
4

2
2
万
㌶
で
、
国
内
農
地

の
99
％
に
当
た
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
4
2
2
万
㌶

の
う
ち
、
31
・
7
％
に
当

た
る
1
3
3
万
9
0
0
0

㌶
で
10
年
後
の
耕
作
者
が

決
ま
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
都
道
府
県
別
に

見
る
と
、
10
年
後
の
耕
作

者
未
定
農
地
が
5
割
を
超

え
た
地
域
が
17
都
府
県
に

及
ん
だ
。
最
も
高
い
の
は

東
京
都
の
89
・
3
％
で
、

以
降
、
大
阪
府
80
・
2

％
、
沖
縄
県
76
・
7
％
と

続
い
た
。
他
、
中
山
間
地

域
が
多
い
中
国
・
四
国
は

島
根
県
と
山
口
県
を
除
く

7
県
、
関
東
東
海
で
は
東

京
都
の
ほ
か
、
茨
城
県
、

群
馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉

県
、
静
岡
県
の
5
県
、
関

西
で
は
大
阪
府
の
ほ
か
和

歌
山
県
、
九
州
で
は
大
分

県
が
5
割
を
超
え
た
。

一
方
、
北
海
道
は
9
・

4
％
で
、
唯
一
1
割
を
切

り
、
新
潟
県
、
福
井
県
、

滋
賀
県
、
京
都
府
、
長
崎

県
の
5
府
県
は
2
割
を
下

回
っ
た
。

※
地
域
計
画

地
域
農
業
の
概
ね
10
年

後
の
将
来
に
つ
い
て
、
農

業
者
や
関
係
機
関
が
話
し

合
い
、
農
地
を
誰
が
引
き

継
い
で
ど
う
ま
と
め
る
か

を
考
え
た
「
目
標
地
図
」

を
、
今
年
3
月
末
ま
で
に

策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

急伸
３カ月見通し指数

上
げ
幅
過
去
最
大

米 穀 機 構

集
荷
競
争
激
化
で
業
者
買

取
額
・
Ｊ
Ａ
概
算
金
高
騰

米価

10
年
後
の
耕
作
者
未
定
農
地

前
年
比
56
万
ト
ン
増

に
向
け
概
ね
良
好

17
都
府
県
で
5
割
超
農
水
省

25
年
産
主
食
用
米
の
作
柄
概
況

８
月
１５
日
現
在
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農
林
水
産
業
が
農
業
者

に
対
し
て
農
業
協
同
組
合

の
経
済
事
業
に
関
す
る
意

識
・
意
向
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
経
済
事
業
の
改

善
へ
の
取
組
に
対
し
て
、

不
十
分
と
感
じ
て
い
る
農

業
者
が
多
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
国
際
的
な
資
材

価
格
の
高
騰
や
円
安
の
進

行
が
相
ま
っ
て
、
肯
定
的

な
評
価
を
得
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

▽
生
産
コ
ス
ト
低
減
に
向

け
た
事
業
改
善
「
評
価
し

て
い
る
」
22
％
（
グ
ラ
フ

1
）農

林
水
産
省
は
8
月
8

日
、
2
0
2
4
年
度
食

料
・
農
林
水
産
業
・
農
産

漁
業
に
関
す
る
意
識
意
向

調
査
の
う
ち
、「
農
業
協

同
組
合
の
経
済
事
業
に
関

す
る
意
識
・
意
向
調
査
」

を
取
り
ま
と
め
て
公
表
し

た
。調

査
に
よ
る
と
、「
農
協

は
生
産
コ
ス
ト
低
減
に
向

け
た
事
業
の
改
善
の
取
組

を
行
っ
て
い
る
か
」
と
の

質
問
に
つ
い
て
は
、
8
割

近
く
の
農
業
者
が
「
行
っ

て
い
る
」と
回
答
。但
し
、

そ
の
取
組
に
対
す
る
評
価

に
つ
い
て
は
「
肯
定
的
に

評
価
し
て
い
る
」
が
21
・

8
％
、「
ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い
」
が
33
・
7
％
、

「
肯
定
的
に
評
価
し
て
い

な
い
」
が
22
・
7
％
。「
評

価
し
て
い
な
い
」
と
「
取

組
を
行
っ
て
い
な
い
」

（
9
・
1
％
）
を
合
わ
せ

る
と
31
・
8
％
で
、
評
価

し
て
い
な
い
割
合
が
評
価

し
て
い
る
割
合
を
1
割
ほ

ど
上
回
っ
た
。

ま
た
、
評
価
を
「
し
て

い
る
理
由
」
と
「
し
て
い

な
い
理
由
」に
は
、同
じ
理

由
が
挙
が
っ
た
。
評
価
し

て
い
る
理
由
で
は
、①「
資

材
価
格
の
高
騰
の
抑
制
や

引
き
下
げ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
」（
84
・
9
％
）、②「
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
資
材
が
提

供
さ
れ
て
い
る
」（
19
・
3

％
）、③
「
資
材
使
用
量
の

削
減
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」（
17
・
7
％
）。対
し

て
、
評
価
し
て
い
な
い
理

由
で
は
、
①
84
・
0
％
、

②
18
・
7
％
③
24
・
9
％

と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、「
農
協
の
生

産
資
材
購
買
事
業
に
期
待

す
る
こ
と
」
と
の
質
問
で

は
、「
価
格
高
騰
の
抑
制
」

が
78
・
8
％
と
最
も
高

く
、
次
い
で
「
新
商
品
情

報
の
提
供
、
使
用
方
法
等

の
相
談
機
能
の
充
実
」

（
29
・
8
％
）、「
品
揃
え

の
充
実
」（
27
・
5
％
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

▽
農
業
者
の
所
得
向
上
に

向
け
た
事
業
改
善
「
評
価

し
て
い
る
」
25
％
（
グ
ラ

フ
2
）

「
農
協
は
農
業
者
の
所

得
向
上
に
向
け
た
事
業
改

善
を
行
っ
て
い
る
か
」
と

の
質
問
で
は
、
こ
ち
ら
も

8
割
近
く
の
農
業
者
が

「
行
っ
て
い
る
」
と
回

答
。
し
か
し
、
取
組
へ
の

評
価
は
「
肯
定
的
に
評
価

し
て
い
る
」
は
24
・
7
％

に
と
ど
ま
っ
た
。

▽
価
格
転
嫁
へ
の
取
組

「
評
価
し
て
い
る
」
は
僅

か
7
％
弱
（
グ
ラ
フ
3
）

「
農
協
は
生
産
コ
ス
ト

上
昇
分
を
販
売
価
格
に
転

嫁
で
き
る
よ
う
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
か
」
と
の
質

問
に
は
、約
6
割
が「
行
っ

て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

成
果
に
つ
い
て
は
「
十
分

な
成
果
が
上
が
っ
て
い

る
」
と
し
た
農
業
者
は
僅

か
6
・
6
％
。「
十
分
な

成
果
は
上
が
っ
て
い
な

い
」
が
23
・
3
％
で
、「
取

組
を
行
っ
て
い
な
い
」

（
17
・
2
％
）
と
合
わ
せ

る
と
、
4
割
以
上
が
評
価

し
て
い
な
か
っ
た
。
以
前

と
比
べ
る
と
、
野
菜
や
果

物
の
値
上
げ
も
多
く
な
っ

て
い
る
が
、
価
格
転
嫁
が

コ
ス
ト
上
昇
に
追
い
つ
い

て
い
な
い
状
況
が
う
か
が

え
る
。

ま
た
、
農
産
物
販
売
事

業
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、「
価
格
交
渉
力

の
強
化
」（
59
・
2
％
）、

「
販
売
手
数
料
の
低
減
」

（
41
・
0
％
）、「
直
接
販

売
を
は
じ
め
と
し
た
販
路

の
拡
大
」（
35
・
0
％
）を

挙
げ
る
声
が
多
か
っ
た
。

▽
経
済
事
業
の
改
善
取
組

が
農
業
所
得
に
与
え
る
影

響
「
影
響
を
感
じ
て
い
な

い
」
が
約
5
割
（
グ
ラ
フ

4
）「

農
協
の
生
産
資
材
購

買
事
業
や
農
産
物
販
売
事

業
の
改
善
に
向
け
た
取
組

が
、
農
業
所
得
に
ど
の
よ

う
に
影
響
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
か
」
と
の
質
問

に
つ
い
て
は
、「
所
得
向

上
や
所
得
減
少
の
抑
制
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
ま
で

は
感
じ
て
い
な
い
」
が
半

数
近
い
48
・
6
％
で
、「
感

じ
て
い
る
」
は
13
・
6
％

に
と
ど
ま
っ
た
。

▽
販
売
事
業
の
改
善
取
組

に
組
合
員
の
声
を
反
映
し

て
い
る
か
「
し
て
い
な

い
」が
半
数（
グ
ラ
フ
5
）

「
農
協
は
生
産
資
材
購

買
事
業
や
農
産
物
販
売
事

業
の
改
善
に
向
け
た
取
組

に
、
組
合
員
の
声
を
反
映

し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る

か
」
と
の
質
問
に
は
、「
感

じ
て
い
る
」
と
の
回
答
が

13
・
4
％
に
と
ど
ま
り
、

「
感
じ
て
い
な
い
」
が

50
・
2
％
と
半
数
を
超
え

た
。
組
合
員
と
の
徹
底
し

た
話
し
合
い
が
で
き
て
い

な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る

結
果
と
な
っ
た
。

▽
農
機
購
入
先
は
「
販

社
」
37
％
・
「
農
機
店
」

26
％生

産
資
材
購
買
事
業
に

関
す
る
質
問
で
は
、
農
業

機
械
の
主
な
購
入
先
に

「
販
社
」（
37
・
3
％
）

と
回
答
し
た
農
業
者
が
最

も
多
く
、次
い
で「
農
協
」

（
30
・
7
％
）、「
農
機
具

販
売
店
」（
25
・
5
％
）

と
な
り
、
商
系
全
体
で
は

6
割
を
超
え
た
。
他
、「
農

業
資
材
専
門
店
・
大
型
量

販
店
」
が
1
・
3
％
、「
ネ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
」
が
0
・

5
％
だ
っ
た
。

一
方
、
肥
料
・
飼
料
に

つ
い
て
は
、「
農
協
」
が

74
・
2
％
、「
肥
料
商
等

の
小
売
店
」
が
12
・
0

％
、「
農
業
資
材
専
門
店
・

大
型
量
販
店
」
が
6
・
6

％
と
な
り
、
農
協
が
大
半

を
占
め
た
。

【
調
査
概
要
】

〈
調
査
対
象
〉

農
産
物
販
売
金
額
が
あ

る
農
業
経
営
体
で
、
認
定

農
業
者
又
は
認
定
新
規
就

農
者
が
い
る
個
人
又
は
団

体
の
農
業
経
営
体

〈
回
答
者
数
〉

1
万
2
4
9
人
（
農
協

の
正
組
合
員
96
・
1
％
、

准
組
合
員
2
・
1
％
、
非

組
合
員
1
・
5
％
）

農
協
の
改
善
取
組
農
業
者
の
評
価
厳
し
く

農
協
の
事
業
改
善
取
組
に
対
す
る
評
価
調
査
農
水
省
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利用目的「地域支援」から
「お得な買い物」へ

ふ
る
さ
と
納
税
の
入
門

者
向
け
サ
イ
ト
「
は
じ
め

て
の
ふ
る
さ
と
納
税
」

は
、
全
国
の
20
代
〜
70
代

以
上
の
男
女
計
1
0
0
9

名
を
対
象
に
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
利
用
実
態
に
関
す

る
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
公
表
し
た
。
結
果

を
見
る
と
、
返
礼
品
を
も

ら
う
こ
と
が
利
用
目
的
と

な
り
、
本
来
の
意
義
で
あ

る
地
域
支
援
が
薄
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
回
答
者
の
約
6
割

は
利
用
経
験
が
な
く
、
認

知
度
程
広
ま
っ
て
い
な
い

こ
と
が
見
受
け
ら
れ
た
。

▽
「
仕
組
み
を
知
っ
て
い

る
」
9
割
も
熟
知
し
て
い

る
割
合
は
2
割
弱
（
グ
ラ

フ
1
）

ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組

み
に
つ
い
て
ど
の
程
度
ご

存
じ
で
す
か
、
と
の
質
問

で
は
、「
非
常
に
詳
し
い
」

が
1
・
7
％
、「
よ
く
知
っ

て
い
る
」
が
15
・
5
％
。

最
も
回
答
数
が
多
か
っ
た

の
は「
少
し
知
っ
て
い
る
」

で
40
・
0
％
だ
っ
た
。

Ｃ
Ｍ
や
ニ
ュ
ー
ス
で
の

特
集
な
ど
の
影
響
で
、
制

度
の
基
本
的
な
情
報
は
何

と
な
く
把
握
し
て
い
る
人

は
多
い
が
、
ふ
る
さ
と
納

税
は
専
門
的
な
知
識
を
必

要
と
す
る
制
度
だ
け
に
、

そ
こ
ま
で
深
く
踏
み
込
ん

で
理
解
し
て
い
る
人
は
少

な
い
よ
う
だ
。

▽
回
答
者
の
6
割
は
利
用

経
験
な
し

ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
、
と
の
質
問
で
は
、
6

割
近
く
が
「
な
い
」
と
回

答
し
、「
あ
る
」
は
42
・

0
％
だ
っ
た
。
名
前
は
広

ま
っ
て
い
る
が
、
普
及
し

て
い
る
と
ま
で
は
言
え
な

い
状
況
の
よ
う
だ
。

▽
ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用

し
な
い
理
由
は
「
知
識
不

足
」
と
「
手
続
き
の
複
雑

さ
」（
グ
ラ
フ
2
）

約
6
割
が
利
用
し
て
い

な
い
ふ
る
さ
と
納
税
だ

が
、
利
用
し
な
い
理
由
は

「
知
識
不
足
」（
59
・
8

％
）、「
手
続
き
の
複
雑

さ
」（
40
・
9
％
）、「
税

金
控
除
の
恩
恵
が
不
明

確
」（
34
・
0
％
）
に
起
因

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
仕
組
み
や
メ
リ
ッ
ト

を
理
解
し
て
い
な
い
た
め

に
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
手
続
き
に
つ
い
て
も

税
金
関
係
の
制
度
ゆ
え
、

必
要
書
類
の
提
出
や
税
控

除
な
ど
を
面
倒
と
感
じ
る

人
が
多
い
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

実
際
、
利
用
経
験
が
な

い
人
に
知
り
た
い
情
報
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
手
続

き
の
方
法
と
流
れ
」（
60
・

0
％
）、「
税
控
除
の
詳

細
」（
56
・
6
％
）、「
基

本
的
な
仕
組
み
」（
48
・
4

％
）
と
、
利
用
し
な
い
理

由
と
同
じ
理
由
が
挙
が
っ

た
。

▽
今
後
の
利
用
予
定
は

「
あ
る
」
が
僅
か
14
％

今
後
の
利
用
に
つ
い
て

は
、「
わ
か
ら
な
い
／
決

め
か
ね
て
い
る
」
が
7
割

を
超
え
る
一
方
、「
あ
る
」

は
13
・
8
％
に
と
ど
ま
っ

た
。
利
用
し
な
い
理
由
が

ク
リ
ア
に
な
ら
な
け
れ

ば
、
今
後
も
利
用
率
は
上

が
ら
な
い
可
能
性
が
高
い

と
思
わ
れ
る
。

▽
過
去
の
寄
付
先
自
治
体

名
「
覚
え
て
い
な
い
」
3

割
（
グ
ラ
フ
3
）
／
寄
付

先
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
返
礼
品
」
約
9
割
（
グ

ラ
フ
4
）

約
66
％
が
自
治
体
名
を

記
憶
し
て
い
る
一
方
で
、

3
割
は
「
覚
え
て
い
な

い
」と
回
答
し
た
。本
来
、

ふ
る
さ
と
納
税
は
「
地
域

支
援
」
が
目
的
だ
が
、
実

際
に
は
「
返
礼
品
を
選
ぶ

制
度
」
と
し
て
浸
透
し
て

お
り
、
寄
付
先
自
治
体
に

対
す
る
認
知
・
記
憶
は
必

ず
し
も
強
く
な
い
と
い
う

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

寄
付
先
を
選
ぶ
際
に
重

視
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
は
、

「
返
礼
品
の
内
容
や
魅

力
」
と
の
回
答
が
85
・
0

％
と
圧
倒
的
で
、「
還
元

率
・
コ
ス
パ
」
も
44
・
6

％
と
高
い
割
合
だ
っ
た
一

方
、「
応
援
し
た
い
自
治

体
」
は
27
・
6
％
、「
寄

付
金
の
使
い
道
」
は
27
・

5
％
だ
っ
た
。

返
礼
品
に
は
豪
華
な
も

の
も
多
く
、
そ
の
内
容
を

地
域
間
で
競
っ
て
い
る
印

象
も
あ
る
。
利
用
目
的
が

本
来
の
意
義
か
ら
外
れ
て

い
る
の
は
、
各
地
域
に
も

責
任
の
一
端
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

▽
10
月
か
ら
の
「
ポ
イ
ン

ト
付
与
禁
止
」
は
53
％
が

反
対ポ

イ
ン
ト
付
与
の
禁
止

は
、「
反
対
」
が
52
・
8

％
、「
賛
成
」
が
9
・
1

％
、「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」

が
38
・
1
％
と
の
結
果
と

な
っ
た
。
反
対
が
半
数
を

超
え
て
お
り
、
ポ
イ
ン
ト

還
元
が
ふ
る
さ
と
納
税
の

魅
力
の
ひ
と
つ
と
し
て
定

着
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
た
だ
、
本
来
の
意
義

が
「
地
域
に
貢
献
で
き
て

お
得
感
も
あ
る
」
と
い
う

二
重
の
魅
力
。
寄
付
先
選

び
で
重
視
す
る
点
に
多
く

の
人
が
「
返
礼
品
の
内
容

と
魅
力
」
を
挙
げ
た
こ
と

を
考
え
て
も
、
今
回
の
ポ

イ
ン
ト
付
与
禁
止
と
い
う

制
度
変
更
は
、
魅
力
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
直
す
転
機
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

【
調
査
概
要
】

〈
調
査
エ
リ
ア
〉

全
国

〈
調
査
方
法
〉

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
サ

ー
チ

〈
調
査
対
象
〉

20
〜
70
代
以
上
の
男
女

（
計
1
0
0
9
名
）

〈
調
査
期
間
〉

2
0
2
5
年
7
月
16
日

〜
7
月
30
日

▼

寄
附
先
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は「
返
礼
品
」85
％

▼「
ポ
イ
ン
ト
付
与
禁
止
」は
半
数
以
上
が
反
対

２
０
２
５
年
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
態
調
査

◆
は
じ
め
て
の
ふ
る
さ
と

納
税
編
集
部
コ
メ
ン
ト
◆

今
回
の
調
査
結
果
か

ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
い

か
に
「
返
礼
品
中
心
の
制

度
」
と
し
て
定
着
し
て
い

る
か
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
過
去
の
寄
附
先
自
治

体
を
覚
え
て
い
る
人
は
約

66
％
と
一
定
数
い
る
も
の

の
、残
り
3
割
以
上
が「
ほ

と
ん
ど
覚
え
て
い
な
い
」

「
全
く
覚
え
て
い
な
い
」と

回
答
し
て
お
り
、
寄
附
先

地
域
の
印
象
は
返
礼
品
ほ

ど
強
く
残
っ
て
い
な
い
実

態
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

寄
附
先
選
び
の
基
準
で

も
「
返
礼
品
の
内
容
や
魅

力
」
が
85
・
0
％
と
圧
倒

的
で
、「
還
元
率
・
コ
ス

パ
」
も
44
・
6
％
と
高
い

割
合
を
示
し
た
。
こ
れ
ら

の
数
字
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
が
善
意
や
地
域
支
援
と

い
う
理
念
よ
り
も
、
生
活

者
に
と
っ
て
『
お
得
な
買

い
物
』
に
近
い
位
置
付
け

で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

し
か
し
一
方
で
、「
応

援
し
た
い
自
治
体
」「
寄

附
金
の
使
い
道
」
を
重
視

す
る
回
答
も
3
割
近
く
あ

り
、
地
域
支
援
を
動
機
と

す
る
寄
附
者
層
も
一
定
数

存
在
し
て
い
る
。
こ
こ

に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
本

来
の
意
義
と
実
利
的
な
側

面
の
両
立
と
い
う
課
題
が

見
え
て
き
た
。

今
後
は
返
礼
品
の
魅
力

だ
け
で
な
く
、
寄
附
金
が

地
域
に
ど
の
よ
う
に
活
か

さ
れ
て
い
る
か
を
透
明
性

高
く
発
信
す
る
こ
と
が
、

利
用
者
の
意
識
を
「
消

費
」
か
ら
「
応
援
」
へ
と

広
げ
る
鍵
と
な
る
で
し
ょ

う
。
制
度
の
持
続
性
を
高

め
る
た
め
に
も
、
自
治
体

と
利
用
者
の
関
係
性
を
強

化
す
る
工
夫
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
た
。
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25年度最低賃金 39道府県が上げ幅「目安」超え
▼

全
国
平
均
初
の
１
０
０
０
円
超

▼

発
効
開
始
日
が
遅
れ
る
県
が
続
出

2
0
2
5
年
度
の
都
道

府
県
ご
と
の
最
低
賃
金
が

9
月
4
日
に
出
揃
い
、
初

め
て
全
都
道
府
県
で
1
0

0
0
円
を
超
え
た
。
国
が

示
し
た
目
安
は
全
国
平
均

63
円
だ
っ
た
が
、
39
道
府

県
が
こ
の
目
安
よ
り
引
き

上
げ
た
こ
と
で
、
全
国
平

均
は
引
き
上
げ
幅
66
円
、

時
給
1
1
2
1
円
と
な

り
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高

と
な
っ
た
。

た
だ
、
例
年
は
8
月
末

に
出
揃
う
全
都
道
府
県
の

結
果
が
、
今
年
は
9
月
に

ず
れ
込
ん
だ
。
人
件
費
増

や
価
格
転
嫁
難
で
厳
し
い

経
営
環
境
に
あ
る
使
用
者

側
と
、
物
価
高
に
苦
し
む

労
働
者
側
の
折
り
合
い
が

つ
か
ず
、
審
議
に
時
間
を

要
し
た
こ
と
が
原
因
だ
。

ま
た
、
今
年
は
新
最
低

賃
金
の
発
効
開
始
日
が
例

年
よ
り
遅
れ
る
県
が
続
出

し
た
。
11
月
以
降
に
な
る

県
が
27
県
、
こ
の
う
ち
6

県
が
来
年
1
月
以
降
の
発

効
と
な
る
が
、
発
効
が
越

年
す
る
の
は
現
行
方
式
と

な
っ
た
02
年
以
降
で
は
初

め
て
。
目
安
を
上
回
る
引

き
上
げ
の
一
方
、
賃
金
体

系
の
見
直
し
な
ど
準
備
に

時
間
が
か
か
る
こ
と
を
理

由
に
発
効
日
を
遅
ら
せ
た

い
使
用
者
側
の
都
合
が
影

響
し
た
。

政
府
は
「
20
年
代
に
1

5
0
0
円
」
の
目
標
を
掲

げ
て
い
る
が
、
実
現
に
は

来
年
以
降
も
毎
年
6
％
を

超
え
る
引
き
上
げ
を
続
け

る
必
要
が
あ
り
、
中
小
企

業
の
体
力
が
も
た
な
い
懸

念
が
あ
る
。
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